
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

災害時における消費者教育出前授業 

２月２５日（木）に、「公益社団法人 日本消費生活アドバイザ－・コンサルタント」の山岡美

須永さんをお招きし、４年生児童を対象にして出前授業をしていただきました。テーマは、「災害

時、消費者としてどうあるべきか、どう行動したら被害を防げるかを森町立森小学校で学びま

す！」でした。 

 

最初は、避難生活の様子を話してくださいました。避難生活を送るときには、どのくらいの食

料や飲料が必要なのかを、実物を提示していただきながらわかりやすく教えてくださいました。 

 

次は、身近なものでコンロを作りました。ここで使った身近なものは、アルミ缶、アルミホイ

ル、ティッシュペーパー等でした。アルミ缶の中で火をおこし、やかんでお湯を沸かす様子を見

せていただくことができました。このようなアルミ缶を３つ使うとご飯を炊けるそうです。 
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